





軽 部 恵 子
2009年は,国 連女性差別撤廃条約採択から30年になる節目の年であった。
また,同 年7月 に第44会期女性差別撤廃委員会(CEDAW)で第6回 日本
政府報告が検討 された。新 しく採用されたフォローアップ報告制度がこの
時日本に適用され,2011年7月までに日本政府が とくに指摘 された分野 に






性別を示すセ ックスに対 して,社 会的 ・文化的に形成される性別。作 られ
た男 らしさ ・女 らしさ」(『広辞苑』第6版,岩 波書店,2008年)とされる。
一方,男 らしさ,女 らしさの定義は,国 はもちろん,文 化,宗 教,歴 史 に
よって大 きく異なる。個人の認識や理解度 は文字通 り千差万別である。
本稿では,ジ ェンダーの本質に関 してより深い理解を得るために,幾 つ
かの視点 をもって文献 を収集 した。第1に,幅 広い分野の トピックを取 り
上げ,大 まかに5つのテーマに分けた。それらは,(1)ジェンダー総論,ジ ェ
ンダー法学,(2)労働 ・経済的活動,(3)性と生殖,婚 姻,家 族など,(4>女性
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に対する暴力,(5>歴史,文 化史,教 育,メ ディアなどである。実際に文献
を収集 してみると,研究の幅広 さと深 さは著者の想像 をはるかに超えた。
これは,日 本国内の大学で女性学またはジェンダー研究所が設置され,研
究体制が拡充 してきたこと,2008年秋の金融危機以降,以 前にも増 して女
性の経済的自立,と くに出産後の就業継続 とそれを可能にするための男女
のワーク ・ライフ ・バランス(WLB)が研究 されていること,性 同一性障
害を含む性 と生殖に関する社会の理解が進 んだことなどが挙げられよう。
第2の 視点 として,ジ ェンダーは女性 と男性の双方を含むので,当 然男
女双方の問題を取 り上げた。たとえば,ジ ェンダー学はかつて女性学 とし
て発展 してきたが,近 年では 「男性学」 という視点も生まれ,優 れた研究
が発表 されて きた。また,ワ ーク ・ライフ ・バランスおよび親 という点で
は,父性の理解が不可欠である。さらに,女 性が結婚 ・出産後 も仕事を継
続するには,「イクメン」(育児 をする男性)の 人口増が求められるのはい
うまでもない。
第3に,女 性に対する暴力,す なわちセクシュアル ・ハラスメン ト,ド
メステ ィック ・バ イオレンス(DV)などは,複 数の項目に分類 した場合
がある。たとえば,職 場におけるセクシュアル ・ハ ラスメントは,労 働問
題 と女性 に対する暴力の両者に分類 した。これは,読 者が どちらの視点で
興味関心 を抱いていても,参考文献にたどりつ くようにするためである。
第4に,ジ ェンダーに関する文献を人文 ・社会科学系の学術雑誌に限ら
ず,自 然科学系の学術雑誌からも幅広 く集めた。 とか くジェンダー という
テーマに関する理解は,個 人の価値観 ・体験 に固定 されがちである。そも
そも,我 々人間の身体およびジェンダーに関する行動がどのような原理 に







の東 日本 大震災後,日 本政治 のあ らゆる面 が停滞 してい るが,男 女共 同参
画 も例外 で はない。
市や 区な どの地方 自治体 が まとめ た調査 報告書 があ ま りに多 数 にの ぼる
ため,こ の書誌 に含 まなか ったが,ぜ ひ各 自治体,各 地の女性 セ ンター等
の ホームペー ジを閲覧 してほ しい。 その ような人には,東 京 ウ ィメンズ プ
ラザ の蔵書 検索 サ イ ト(http:〃www2.tokyo-womens-plaza.metro.tokyo.JP/)を
まず利用 す るよ う推 奨す る。
【女性差別撤廃条約に関する文献】
・浅倉むつ子=林 陽子 「対談 女性差別撤廃条約の30年」特集 差別禁止
と均等待遇実現への新たな一歩:国 連勧告 を契機 として 『労働法律旬報』
No.1711-17121月合併号(2010年1月)
・近江美保 「女性差別撤廃条約選択議定書:個 人通報制度 と調査制度」
『労働法律旬報』No.1711-17121月合併号(2010年1月)




・柴田真佐子 「男女平等,女性の地位向上 をめ ざして勧告 をいかそう」
『全労連』第157号(2010年2月)
・内閣府男女共同参画局 「女子差別撤廃委員会における女子差別撤廃条約







・山下泰子 「日本 における国連女性差別撤廃条約の現状 と課題:〇 九年
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CEDAW『総括所見』 を中心に」『女性 と労働21』第18巻 通算第71号
(2010年2月)
・親川裕子 「女性差別撤廃条約委員会第6回 日本政府審査傍聴記録:先 住






・フリーターズフリー編 『フェ ミニズムはだれのもの?:フ リーターズブ
リー対談集』人文書院(2010年4月)
・安藤 ヨイ子 「女性差別撤廃条約実施状況の審議及び 『北京+15』に向け















・吉岡睦子 「女性差別撤廃条約 と国内法の整備」『学術 の動向』第15巻第
9号(2010年9月)
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・職場の女性問題研究会編 『Q&A女性 と労働llO番:働く女性の権利 を
守るために』第3版 民事法研究会(2010年10月)
・辻村みよ子 『ジェンダーと法』第2版 不磨書房(2010年10月)









いま日本 に求められていること ドゥブラヴカ ・シモノビッチさん」
『女性&運 動』No.188(2010年11月)
・永井好子 「女性差別撤廃条約 と日本の課題:ジ ェンダー平等社会をめざ
して」『歴史地理教育』No.766(2010年11月)
・川眞田嘉壽子=山 下由紀子=近 江美保共訳 「女性差別撤廃条約選択議定
書第7条3項 による女性差別撤廃委員会の見解:通 報No.2/2003,Ms.
A.Tv.Hungary」国際女性の地位協会 『国際女性』No.24(2010年12月)









・ドゥブラヴカ シモノヴィッチ 「女性差別撤廃条約批准二五周年 と履行
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における諸課題」 『女性 労働 研究 』第55号(2011年1月)
・山下泰子他 「シモ ノヴ ィッチCEDAW委 員 の講 演 を うけて」 『女 性労働
研 究』 第55号(2011年1月)
・金城 清子 「女性差 別撤廃 条約 と 日本 」 『龍谷 法学』 第43巻第3号(2011
年3月)
・山元一 「ジェ ンダー関連領域 にお ける国際人権法 と国内裁判」 芹 田健太




・阿部浩 己 「CEDAWのく脱 女性化 〉?」 ジェ ンダー法 学会 『ジ ェンダー
と法』No.8(2011年7月)
・伊藤和子 「日本 の男女共 同参画政策 を女 性差別撤廃 条約 の視 点か ら検証
す る」 ジ ェ ンダー法学会 『ジ ェンダー と法』No.8(2011年7月)
【女性問題およびジェンダーに関する文献】
1.ジ ェンダー総論,男 女共同参画,フ ェミニズム,ジ ェンダー法学,人




・村井まや子 『ジェンダー ・ポリティクスを読む:表 象と実践のあいだ』
神奈川大学人文学研究叢書 御茶の水書房(2010年3月)
・浅野富美枝他 『大人になる前のジェンダー論』はるか書房(2010年4月)
・国際婦人年連絡会 「第3次 男女共同参画計画改訂 についての意見」 『女
性 と労働21』第19巻第72号(2010年4月)




見 労働政 策 の中心 にジ ェ ンダー平 等 を」 『女性 と労働21』第19巻第72
号(2010年4月)
・房野桂 「第54回婦 人の地位委 員会(北 京+15)記 録(抜 粋)」 『女性 と労
働21』第19巻第72号(2010年4月)
・三井 マ リ子 『ノル ウェーを変 えた髪 の ノラ:男 女 平等社会 は こう してで
きた』 明石書店(2010年4月)
・大海篤子 『ジェ ンダーで学ぶ政治社 会学入 門:男 女平等の未来のため に』
SocialCompassSeries世織 書房(2010年5月)
・白波瀬(し らはせ)佐 和子 『生 き方 の不 平等:お 互い さまの社 会 に向け
て』岩波 書店(2010年5月)
・木本喜 美子他編 『社 会政策 のなか のジ ェンダー』 講座 現代 の社会政策
第4巻 明石書店(2010年6月)
・東海 ジェ ンダー研究所記念論集編集委員 会編 『越境す るジェンダー研 究』
明石書 店(2010年6月)
・辻村 み よ子 「男女 共同参画社 会基本法10周年 の課題:ジ ェ ンダー法学会
の 『第2ス テ ージ』 にむけて」 ジェ ンダー法学 会 『ジ ェ ンダー と法』
No.7(2010年7月)
・山田卓 生 「特別講演 平等社 会の実現 に向 けて:自 己決定 ,差 別廃止 と
平等 実現 へ むけ ての35年」 ジ ェ ンダー法学 会 『ジ ェ ンダー と法 』No.7
(2010年7月)
・竹 中千春 「国際政 治の ジェ ンダー ・ダイナ ミクス」 『国際政治 』No.161
(2010年8月)
・冨 田晶子 「女性 の政治 的エ ンパ ワー メ ン ト測定 に関す る一考 察」 『国際
政治』No.161(2010年8月)
・中村 唯 「途上 国開発 にお けるジ ェ ンダー と女性 のエ ンパ ワーメ ン ト概念
の構築」 『国際政治』No.161(2010年8月)
・杉本貴代栄 『女性学入門:ジ ェンダー と社会 で人生 を考 える』 ミネル ヴァ
書房(2010年10月)
・天野正子 編 『グローバ リゼー シ ョン』新 編 日本 の フェ ミニズム9岩 波
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書店(2011年1月)
・大嶽秀夫 『20世紀 アメリカン ・システムとジェンダー秩序:政 治社会学
的考察』岩波書店(2011年1月)
・金子優子 「日本の地方議会に女性議員がなぜ少ないのか:山 形県内の地











・久遍良子 「フランスの政治過程への女性参画:男 女同数制導入の成果 と
限界」 日本政治学会編 『ジェンダーと政治過程』年報政治学2010-2木
鐸社(2011年1月)
・鈴木桂樹 「イタリアにおける 『国家 フェミニズム』の展開と限界」 日本
政治学会編 『ジェンダーと政治過程』年報政治学2010-2木鐸社(2011
年1月)
・田中三生 『ジェ ンダーとジェ ンダーフリー ・バ ッシング』明文書房
(2011年1月)







・大西祥世 「CSR関する国際基準 と東 アジアにおける展開:女 性のエ ン
パワメン ト原則の展開可能性」江橋崇編著 『東アジアのCSR:国連グ
ローバル ・コンパ ク トの新 たなチ ャレンジ』法政大学現代法研 究所
(2011年3月)














・日外 アソシエーツ 『女性 ・婦人問題の本全情報2007-2010』日外 アソシ
エーッ(2011年5月)
・辻村みよ子 『憲法から世界 を診る:人権 ・平和 ・ジェンダー[講 演録]』
法律文化社(2011年5月)
・辻村みよ子編 『壁 を越える:政 治 と行政のジェンダー主流化』岩波書店
(2011年6月)
・伊藤公雄 「『男女共同参画』政策の過去 ・現在 ・未来」ジェンダー法学
会 『ジェンダーと法』No.8(2011年7月)
・シモーヌ ・ヴェーユ著,石 田久仁子訳 『シモーヌ ・ヴェーユ回想録:20
世紀フランス,欧 州と運命 をともにした女性政治家の半生』パ ド・ウィ
メンズ ・オフィス(2011年7月)
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・大 阪府男 女 共同参 画推 進財 団編 『WomenPioneers女性先 駆者 た ち』
大阪府 男女共 同参 画推進財 団(2011年7月)
・数家(か ずや)鉄 治 「組織 間交渉 の理論 と技能:異 文化 とジ ェンダーの
視点」 『大 阪商業大学論 集』第7巻 第2号(2011年7月)
・元(も と)百 合子 「論説 複 合差別概念 の有効性 に関す る一考察」 ジェ
ンダー法学会 『ジ ェンダー と法』No.8(2011年7月)
・竹信 三恵子 『女性 を活用 す る国,し ない 国』岩波 ブ ック レ ッ トNo.791
岩波書 店(2011年9月)
・中藤洋子 『社会教 育の権利 と平等:ジ ェンダー と国際人権 の視 点か ら』
ドメス出版(2011年9月)




・逆井征子 「同一価値労働 同一賃金をめざして:兼 松裁判の十四年」 『女
性労働研究』第54号(2010年1月)
・中野麻美=野 崎光枝=本 間節子他 「座談会 性差別賃金に対する司法救
済のあ り方 を問う:性 に中立な職務の価値評価で均等待遇を!」 『女性
労働研究』第54号(2010年1月)
・本多 ミヨ子 「法廷から 中国出身の女性の闘い 東京美装セクシュアル
ハラスメン ト裁判」 『女性労働研究』第54号(2010年1月)
・本田一成 『主婦パー ト:最大の非正規雇用』集英社(2010年1月)
・本間重子 「『妊娠 ・出産調査プロジェク ト 聞き取 り調査』を終えて」
『女性労働研究』第54号(2010年1月)
・松 田茂樹 『揺 らぐ子育 て基盤:少 子化社会 の現状 と困難』勤草書房
(2010年1月)















・越堂(こ えどう)静子 「同一価値労働同一賃金は世界の常識:正 規 も非
正規 も仕事の価値 に等 しい賃金を」特集 男女間賃金格差を考 える 『労
働調査』No.483(2010年2月)






・中西祐子 「学生アルバイ トとジェンダー:賃 金格差,性別職務分離,セ
クシュアル ・ハ ラスメン ト」『ソシオロジス ト』(武蔵大学社会学会)
No.12(2010年3月)
・村尾祐美子 「昇進見込み と職場更生:職 場の女性化 ・非正規化の影響」
『大原社会問題研究所雑誌』No.617(2010年3月)





・梁京姫 「韓国に於ける女性労働の現状 と課題:非 正規雇用労働 をめ ぐっ
て」大阪府立大学女性学研究センター 『女性学研究』第17号(2010年3
月)
・赤坂俊一=柳 谷慶子編著 『生活 と福祉』ジェンダー史叢書第8巻 明石
書店(2010年4月)
・岡沢憲芙=小 渕優子編著 『少子化政策の新 しい挑戦:各 国の取組みを通
して』中央法規出版(2010年4月)
・山崎文夫 「外国労働判例研究(74)アメリカ セクシュアル ・ハラスメ
ン トと報復 的差別[ア メリカ連邦最高裁2009.1.26判決]」『労働法律旬
報』No.1718(2010年4月)
・安宅川佳之 『家族 と福祉の社会経済学:少 子化から日本を救 う処方箋』
日本経済新聞出版社(2010年5月)









・北川良子 「出産 ・育児期にある助産師の就業継続 に関する実態調査」 日
本母性衛生学会 『母性衛生』第51巻第2号(2010年7月)
・榊原富士子 「遺族年金 とジェンダー:遺 族年金における 『遺族』」ジェ
ンダー法学会 『ジェンダーと法』No.7(2010年7月)
・数家(か ずや)鉄 治 「男女協働参画経営の実現に向けて:ジ ェンダー ・
コンフリク トとWLB」『大阪商業大学論集』第6巻 第2号(2010年7月)
・広岡守穂他編著 『貴女(あ なた)を 輝かせるキャリアデザイン』中央大
国連女性差別撤廃条約およびジェンダーに関する国内参考文献……179
学 出版 部(2010年7月)
・増 田幸弘 「児童扶養手当 とジェンダー:母 子家庭 と父子家庭」 ジェンダー
法学会 『ジェ ンダー と法』No.7(2010年7月)
・水谷英 夫 「真 の 『ワーク ・ライ フ ・バ ランス』実 現 をめ ざ して」 ジェ ン
ダー法 学会 『ジェ ンダー と法 』No.7(2010年7月)
・本 澤巳代子 「社会保険 におけ る被扶 養者:年 金制度 を中心 に」 ジェンダー
法学会 『ジェ ンダー と法』No.7(2010年7月)
・若尾典子 「憲法か らみ た社会保障法におけるジェ ンダー問題」 ジェンダー
法学 会 『ジェ ンダー と法』No.7(2010年7月)
・阿部菜穂 子 「『子 どもを社 会で育 て る』:イ ギ リス家族政策13年の成果」
『世界』No.807(2010年8月)
・小 嶋華津子 「定 年退職 年齢 の性別格 差是正 をめ ぐる政 治」 『国際政治』
No.161(2010年8月)
・浅倉 むつ子 「論 説 同一 価値 労働 同一 賃金 原則 実施 の手 法 を考 え る」
『国際人権』 第21号(2010年10月)
・伊藤朋子 他編著 『しご との仕 方の新時代:格 差 を こえる男 と女』北樹 出
版(2010年10月)
・大森 真紀 「高齢期 におけ る就 業:性 別 と"単 身者性"と の交 錯」 『女性
と労働21』第19巻第74号(2010年10月)
・熊倉瑞 恵 『デ ンマー クの社 会的連帯 とワー クライ フバ ラ ンス:人 生 をマ
ネージメ ン トす る』全 国勤労 者福 祉 ・共済 ・振興協 会(2010年10月)
・厚生労働 省 「男女 間賃金格差 解消 に向けた労使 の取組支援 のための ガ イ
ドライ ン」 『女性 と労働21』第19巻第74号(2010年10月)
・佐藤博樹=武 石恵 美子 『職場 の ワーク ・ライフ ・バ ランス』 日本経済新
聞社(2010年11月)
・野上裕 生 「ジェ ンダー:貧 困の女性化」 高橋和志=山 形辰 史編著 『国際
協力 って なんだ ろう:現 場 に生 きる開発 経済学 』岩波 ジ ュニ ア新 書No.
668岩 波書 店(2010年11月)
・大村 敦志 「福 岡セ クシ ュアル ・ハ ラス メ ン ト事件:労 働 環境 の再編(1)
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[福岡地判平成4.4.16]」『法学教室』No.363(2010年12月)
・渥美由喜 『イクメンで行こう!:育 児 も仕事 も充実させる生 き方』 日本
経済新聞社(2010年12月)
・長田華子 「グローバル金融危機以降のバ ングラデシュにおける日系縫製
工場 と女性労働力:熟 練度 ・賃金査定 ・世帯保持の観点から」国際女性
の地位協会 『国際女性』No.24(2010年12月)






・「差別撤廃に向けた制度改革:労 働政策の中心 にジェンダー平等 を」 『女
性 と労働21』第19巻第75号(2010年12月)
・ミレイユ ・ジュリアーノ著,羽 田詩津子訳 『フランス女性の働 き方:仕
事 と人生を楽 しむコツ』 日本経済新聞社(2010年12月)
・中間真一=鷲 尾梓 『仕事 と子育て男たちのワークライフバランス』幻冬
舎ルネッサンス(2010年12月)








・宇山洋美 「女性は派遣労働 を望んでいない:シ ングルマザーで同 じ派遣
先に一一年」『女性労働研究』第55号(2011年1月)
・大和田香織 「記者の目 ジェンダーの目:均等法 とともに社会に出て」
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『女性労働研究』第55号(2011年1月)
・岡崎妙子 「女性が安心 して働ける環境 を!:質 屋Xセ クシュアル ・ハ ラ
スメント裁判」『女性労働研究』第55号(2011年1月)
・落合絵美 「シンガポール 『能力主義』が子 どもをもつ女性労働者に与
える影響:所 得格差 とケア格差 の視点か ら」 『女性労働研究』第55号
(2011年1月)
・北川良子 「出産 ・育児期にある助産師の仕事意欲 に栄養を及ぼす要因」
日本母性衛生学会 『母性衛生』第51巻第4号(2011年1月)
・久場(く ば)嬉 子 「女性労働のいま:男 女雇用機会均等法制定四半世紀
を経て」『女性労働研究』第55号(2011年1月)
・酒井和子 「均等待遇 アクシ ョン21のめざす もの:こ の一〇年でみえてき
たこと」『女性労働研究』第55号(2011年1月)
・高橋菊江 「女性の働 く権利を求めて:八 五年の足跡」『女性労働研究』
第55号(2011年1月)
・高橋慎一=村 上潔 「博士 は悲惨 だと思って しまうことこそ悲惨 だ:『高
学歴 ワーキングプア問題』によせて」『女性労働研究』第55号(2011年
1月)
・丹羽雅代 「全面勝訴 現職 自衛権の性暴力:女 性 自衛官人権裁判」 『女
性労働研究』第55号(2011年1月)
・藤本美由紀=木 戸久美子=伊 東美佐江 「子育てと仕事の両立 に影響する
要因:子 育て期に就業経験のある女性への面接データ分析から」 日本母
性衛生学会 『母性衛生』第51巻第4号(2011年1月)
・本田由紀=藤 原千沙=山 田和代編 『女性 と労働』労働再審3大 月書店
(2011年1月)
・湯澤直美=藤 原千沙 「生活保護受給期間における母子世帯の就業 と収入
構造」『女性労働研究』第55号(2011年1月)
・日本公認会計士協会近畿会編 『女性会計士20人 人生の中間決算書』 日
本公認会計士協会近畿会(2011年2月)
・樋 口恵子 「人生100年大介護時代の到来:今 こそワーク ・ライフ ・ケア ・
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バランスの構築 を」 『世界』No.813(2011年2月)
・森田園子 『キャリア ・パスの壁を破る:韓 国の働 く女性をめぐって』八
千代出版(2011年2月)
・阿藤誠他 『少子化時代 の家族変容:パ ー トナーシップと出生行動』東京
大学出版会(2011年3月)
・伊藤誠 「ベーシックインカム論を検証する:そ の可能性 と限界」『世界』
No.814(2011年3月)
・軽部恵子 「改正育児 ・介護休業法に関するサイ ト集」桃山学院大学 『桃
山法学』第17号(2011年3月)
・同志社大学社会学部産業関係学科編 『"働く"を学ぼう:仕 事 と社会 を
考える』人文書院(2011年3月)
・独立行政法人国立女性教育会館 『子 ども ・子育て支援を通 した身近な男
女共同参画の推進:男 女共同参画を推進する施設や団体がおこなう子育




ための基礎的研究 「女性 とキャリアアーカイブ」構築 に向けて』「私立
大学戦略的研究基盤形成支援事業」研究成果報告書(平 成20～平成22年
度)(2011年3月)
・日本女性放送社懇談会編 『放送ウーマンのいま:厳 しくて面 白いこの世
界』 ドメス出版(2011年3月)




就労 目的での来 日事例か ら」お茶の水女子大学ジェンダー研究セ ンター
『ジェンダー研究』第14巻 通巻第31号(2011年3月)




・浅倉むつ子他 「シンポジウム 雇用平等法の新たな展 開」『日本労働法学
会誌』No.ll7(2011年5月)
・竹中恵美子 『現代 フェミニズム と労働論』竹中恵美子著作集第7巻 明
石書店(2011年5月)
・中村和雄=脇 田滋 『「非正規」をな くす方法:雇 用,賃金,公 契約』新
日本出版社(2011年5月)
・居城(い しろ)舜 子 「同一価値労働同一賃金原則の変遷と課題」『大原
社会問題研究所雑誌』No.632(2011年6月)
・高田敏明 「人事管理上の新たな諸問題6シ リーズ(9)セクシュアル ・
ハラスメン ト」『公務員関係判例研究』No.151(2011年6月)





・藤原千沙=湯 澤直美 「被保護母子世帯の開始状況と廃止水準」 『大原社
会問題研究所雑誌』No.620(2010年6月)
・藤原千沙=湯 澤直美=石 田浩 「母子世帯の所得分布と児童扶養手当の貧
困削減効果:地 方自治体の児童扶養手当受給資格者データから」『貧困
研究』No.6(2011年6月)
・横 田伸子 「1990年代以降の韓国における労働力の非正規化 とジェンダー
構造」『大原社会問題研究所雑誌』No.632(2011年6月)
・川田知子 「雇用形態と均等待遇:男 女がともにワーク ・ライフ ・バラン
スを実現で きる社会 に向けて」 ジェンダー法学会 『ジェンダー と法』
No.8(2011年7月)
・今野(こ んの)久 子 「ジェンダー平等 にむけての均等法の限界 と課題」
ジェンダー法学会 『ジェンダー と法』No.8(2011年7月)
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・首藤 若菜 「女性 組合役 員 の増 加 と組 合運動 の変化 」 『大原 社会 問題研究
所雑誌 』No.633(2011年7月)
・竹 中恵 美子 『家事 労働(ア ンペ イ ド ・ワー ク)論 』竹 中恵美子 著作集 第
6巻 明石書店(2011年7月)
・林弘子 「同一労働 同一賃金 と同一価値動 労 同一賃 金」 ジェ ンダー法学会
『ジ ェンダー と法』No.8(2011年7月)
・三浦 まり 「労働政策の方向転換 における政治主導 と審議会:ジ ェンダー ・
バ イ アス は乗 り越 え られ るか」 ジェ ンダー法学 会 『ジ ェ ンダー と法』
No.8(2011年7月)
・放送 と女性 ネ ッ トワークin関 西編 『放送 と女性 ネ ッ トワークin関 西 が
紡 いだ20年』放送 と女性 ネ ッ トワークin関 西(2011年7月)
・西澤晃彦 編 『周縁 労働 力 の移動 と編成 』労働再 審4大 月書 店(2011年
9月)
3.セクシュアリティ,生殖,身 体,結 婚 ・離婚,家 族,家 族法,
介護など




・須藤みか 『エ ンブリオロジス ト:受精卵 を育む人たち』小学館(2010年
1月)
・野依智子 『近代筑豊炭坑 における女性労働 と家族:「家族賃金」観念 と
「家庭イデオロギー」の形成過程』明石書店(2010年2月)
・民法改正を考える会 『よくわかる民法改正:選 択的夫婦別姓&婚 外子差
別撤廃 を求めて』朝陽会(2010年2月)
・守如子(も り なお こ)『女はポルノを読む:女 性の性欲 とフェ ミニズ
ム』青弓社(2010年2月)
・風間孝=河 口和也 『同性愛 と異性愛』岩波書店(2010年3月)
国連女性差別撤廃条約およびジェンダーに関する国内参考文献……185
・北 九州 市立 男女 共 同参画 セ ンター"ム ーブ"編 『ジ ェ ンダー 白書7
KEKKON結 婚:女 と男の諸事情 』明石書店(2010年3月)
・井上俊=伊 藤公雄 編 『身体 ・セ クシュア リティ ・スポ ーツ』社 会学ベ ー
シ ックス8世 界 思想社(2010年4月)
・神原文子 『子つ れ シングル:ひ とり親 家族の 自立 と社会 的支援 』明石書
店(2010年5月)
・石原 理 『生 殖 医療 と家 族 の形:先 進 国 ス ウェ ー デ ンの実 践 』 平 凡社
(2010年6月)
・岡野八代 『家族:新 しい 「親 密圏」 を求め て』 自由への 問い第7巻 岩
波書店(2010年6月)
・北沢杏子 「フ ィール ドレポー ト 『婚外子 差別裁判 』敗訴報告:女 性差別
撤廃 条約採択30周年 に」 『CGSジャーナル』 国際基督教 大学 ジェ ンダー
研 究 セ ンター(CenterforGenderStudies:CGS)第5号(2010年6月)
・山田昌弘 『「婚 活」 現象 の社 会学:日 本 の配偶 者選択 のい ま』東 洋経 済
新報社(2010年6月)
・岡野八代 「家族 の新 しい可 能性へ:国 家か らの家族 の解放 は どこまで可
能 なのか?」 ジェ ンダー法 学会 『ジェ ンダー と法』No.7(2010年7月)
・下河 内稔 『脳 と性 』朝倉書 店(2010年7月)
・立石 直子 「婚姻 の 自由 とジェ ンダー:民 法731条・733条・750条の改正
に向け て問わ れてい る こ と」 ジェ ンダー法 学会 『ジ ェンダー と法 』No.
7(2010年7月)
・二宮周平 「婚外子の平等化 とジェンダー」 ジェ ンダー法学会 『ジェンダー
と法』No.7(2010年7月)
・道 あゆみ 「離婚 の 自由 とジェ ンダー」 ジェンダー法学会 『ジ ェンダー と
法』No.7(2010年7月)
・森 田亜希 子 「親 とな る男性 が産後 の父親役 割行動 を考 える契機 となった
妻 の妊娠 期 にお け る体験」 日本母性衛 生学会 『母性 衛生』 第51巻第2号
(2010年7月)
・吉 田克 己 「家族法 改正で 問われ るべ きもの」 ジェ ンダー法学 会 『ジェ ン
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ダーと法』No.7(2010年7月)




・須藤八千代 『〈増補 〉母子寮と母子生活支援施設のあいだ:女 性 と子 ど
もを支援するソーシャルワーク実践』明石書店(2010年8月)
・増田幸弘 「児童扶養手当 とジェンダー:母 子家庭 と父子家庭」 『ジェン
ダーと法』No.7(2010年8月)
・エヴァ ・フェダー ・キティ著,岡野八代=牟 田和恵監訳 『愛の労働ある
いは依存 とケアの正義論』白澤社(2010年9月)
・森崇英 『生殖 ・発生の医学 と倫理:体 外受精の源流か らips時代へ』
京都大学学術出版会(2010年9月)
・佐藤博樹=永 井暁子=三 輪哲 『結婚の壁:非 婚 ・晩婚の構造』勤草書房
(2010年10月)
・杉井静子 『たかが姓,さ れど姓:家 族の変化 と民法改正の焦点』か もが
わ出版(2010年10月)






・好井裕明 「セクシュアリティの多様性 と排除」『差別 と排除の 「いま」』
第6巻 明石書店(2010年11月)
・竹信三恵子 『ミボージン日記』岩波書店(2010年12月)
・中田裕康 『家族法改正:婚 姻 ・親子関係を中心に』有斐閣(2010年12月)




・江口隆裕 『「子 ども手当」 と少子化対策』社会保障 ・福祉理論選書 法
律文化社(2011年1月)
・久保恭子=及 川裕子=刀 根洋子 「祖母性の因子構造 」日本母性衛生学会
『母性衛生』第51巻第4号(2011年1月)
・小池泰 「親権をめぐる問題点」ジュリス トNo.1414(2011年1月)
・谷口初美 「母 となる意味:外 国での出産体験」 日本母性衛生学会 『母性
衛生』第51巻第4号(2011年1月)
・野田聖子 『この国で産むということ』ポプラ社(2011年1月)
・服藤早苗=三 成美保 『権力 と身体』ジェンダー史叢書第1巻 明石書店
(2011年1月)
・桝本恭子=梅 野貴恵=軽 部薫 「母乳育児 に対する父親の意識 とその要因
に関する研究:母 親との比較から」 日本母性衛生学会 『母性衛生』第51
巻第4号(2011年1月)
・佐野誠=宮 川真史 『外 国人のための国際結婚手続マニュアル:国 際業務
必携!』 日本加除出版(2011年3月)
・人事院職員福祉局職員福祉課 「国家公務員セクシュアル ・ハ ラスメント
防止シンポジウム及び講演会」『人事院月報』No.739(2011年3月)
・千田(せ んだ)有 紀 『日本型近代家族:ど こから来てどこへ行 くのか』
勤草書房(2011年3月)
・谷口真由美 「リプロダクティブ ・セキュリティの一考察:産 む(産める)
自由は確保されているのか?安 心 ・安全に産める社会 とは?」 世界人
権問題研究セ ンター 『研究紀要』No.16(2011年3月)







・生田久美子 『男女共学 ・別学 を問い直す:新 しい議論のステージへ』東
洋館出版(2011年4月)
・岩永文夫 『フーゾクの 日本史』講談社(2011年4月)
・田中冨久子 『女の老い ・男の老い:性 差医学の視点か ら探 る』NHK出
版(2011年4月)
・田中美樹=布 施芳史=高 野政子 「『父親 になった』 とい う父性の自覚 に
関する研究」 日本母性衛生学会 『母性衛生』第52巻第1号(2011年4月)
・千葉モ ト子 『家族 とジェンダーの社会学』法律文化社(2011年4月)
・日本弁護士連合会編 『今 こそ変えよう!家 族法/婚外子差別 ・選択的
夫婦別姓 を考える』日本加除出版(2011年4月)
・橋本紀子 『こんなに違 う!世 界の性教育』メディアファクトリー(2011
年4月)
・森田明美 『よくわかる女性 と福祉』 ミネルヴァ書房(2011年4月)
・上野千鶴子=佐 田さよ子 『結婚帝国』河出書房新社(2011年5月)
・荻上 チキ 『セ ックス メデ ィア30年史:欲 望 の革命児たち』筑摩書房
(2011年5月)
・国際結婚を考える会=田 代純子 『国際結婚 ・離婚ハン ドブック:日本で
暮 らすために知ってお きたいこと』明石書店(2011年5月)
・窪田充見 『家族法:民 法を学ぶ』有斐閣(2011年5月)
・室伏圭子 「男性患者か らのセクシュアル ・ハラスメン ト的行為 に対する
女性看護士の認識 に関する研究」『猫協医科大学看護学部紀要』第5巻
(2011年5月)
・日本弁護士連合会両性の平等 に関する委員会編 『離婚と子 どもの幸せ:
面会交流 ・養育費 を男女共 同参画社 会の視点か ら考 える』明石書店
(2011年6月)
・石井邦子 「乳児期 にある孫 をもつ祖父母 に対する孫育児支援活動の実態
と課題」 日本母性衛生学会 『母性衛生』第52巻第2号(2011年7月)
・『夫婦親子男女の法律知識』改訂版 自由国民社(2011年7月)
・有賀美和子 『フェミニズム正義論:ケ アの絆をつむ ぐために』勤草書房
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(2011年8月)
4.女性 に対する暴力(職 場 におけるセクシュアル ・ハラスメン トを含 む),
犯罪,人 身取引,ト ラフィッキング









・齋藤百合子 「人身取引被害者の帰国後のエンパワーメン ト支援 アプロー
チ:タ イの当事者組織の活動分析から」『国立女性教育会館研究 ジャー
ナル』第14号(2010年3月)
・佐藤ゆか り 「『酔っぱ らい防止法』の再評価 とその限界:ド メステ ィッ
ク ・バイオレンス,セ クシュアル ・ハ ラスメントの概念がなかった時代
に」『国立女性教育会館研究ジャーナル』第14号(2010年3月)
・「抄録 女性のエ ンパワーメント国際 フォーラム2008:人身取引問題の
解決 に向けたグローバル ・パー トナーシップ」『国立女性教育会館研究
ジャーナル』第14号(2010年3月)
・西野瑠美子 「日本軍 『慰安婦』問題 を巡る現状 と課題:儀 式的 『和解論』
への批判」『アジェンダ』第28号2010年春号(2010年3月)
・パメラ ・シングラ 「インドにおける女性の権利 とジェンダーに基づ く暴
力」『国立女性教育会館研究ジャーナル』第14号(2010年3月)
・中西祐子 「学生アルバイ トとジェンダー:賃 金格差,性別職務分離,セ
クシュアル ・ハ ラスメン ト」武蔵大学社会学会 『ソシオロジス ト』No.
12(2010年3月)
190(桃 山法学 第19号'12)
・森 田ゆ り 「ドメステ ィ ック ・バ イオ レンス家庭 に育つ子 どもた ち:イ ン
パ ク トと リカバ リー」 『国立女性教育会館研究 ジ ャーナル』第14号(2010
年3月)
・山崎朋子 「〈 ジ ャパ ゆ きさん 〉の重 暗い季節:東 南 アジア女性 の 日本へ
の流 出(上)」 ア ジア女性 交流 史 ・昭和期 篇 『世界』No.802(2010年3
月)
・山崎文 夫 「セ クシ ュアル ・ハ ラス メ ン トに関す る人格権 アプ ローチ と性
差別 アプ ローチの併 存」 『平成法 政研 究』(平成 国際大学法 政学会)第14
巻第2号(2010年3月)
・梅野正信 「裁判 の中の"性 と生"事 例 ファイル(16)大 学 にお けるセ ク
シュア ル ・ハ ラス メ ン ト[高 裁判決]」 エ イデル研 究所 『セ クシ ュア リ
テ ィ』No.46(2010年4月)
・菊池夏 野 『ポス トコロニア リズ ム とジ ェンダー』 青弓社(2010年4月)
・宋 連玉=金 栄編 著 『軍 隊 と性 暴力:朝 鮮半 島 の20世紀』 現代 史料 出版
(2010年4月)
・束 田有加 「妊婦 にお ける ドメス ティ ック ・バ イオ レンス被害 の実態:面
接式DVス ク リーニ ングの逐語録 よ り」 日本 母性衛 生学会 『母性衛生』
第51巻第1号(2010年4月)
・山崎文 夫 「外 国労働 判例研 究(74)ア メ リカ セ クシュアル ・ハ ラスメ
ン トと報復 的差別[ア メ リカ連邦最高裁2009.1.26判決]『労働法律旬報』
No.1718(2010年4月)
・アクテ ィブ ・ミュー ジアム 「女た ちの戦争 と平和 資料館」編 ,西 野瑠美
子=金 富子責任編 集 『証言 未来へ の記憶 アジア 「慰安婦」 証言集H
南 ・北 ・在 日コ リア編 下 』明石書店(2010年5月)
・山崎朋子 「〈 ジ ャパ ゆ きさん 〉の重 暗い季節:東 南 アジア女性 の 日本へ
の流 出(中)」 ア ジア女性 交流 史 ・昭和 期篇 『世界』No.804(2010年5
月)
・北仲千 里 「フ ィール ドレポー ト あ らゆ る性別 を包含す る ドメス テ ィッ




・木本喜 美子=貴 堂 嘉之編 『ジ ェンダー と社会:男 性 史 ・軍 隊 ・セ クシュ
ア リテ ィー』一橋 大学大学 院社 会学研 究科先端課題研 究叢書5旬 報社
(2010年6月)
・馬場 ・澤 田法律 事務 所編 『ス トー カー ・DVの 問題Q&A』 暮 ら しの法
律 問題 シ リーズ 中央経済社(2010年6月)
・山崎朋子 「〈 ジ ャパ ゆ きさん 〉の重 暗い季節:東 南 アジア女性 の 日本へ
の流 出(下)」 ア ジア女性 交流 史 ・昭和 期篇 『世界』No.805(2010年6
月)
・高橋裕 子 『デー トDVと 学校:"あ した"が あ る』 エ イデル研 究所(2010
年8月)
・小 林敦 子=田 中堅一 郎 「ジェ ンダー ・ハ ラス メ ン ト測定 尺度 の作 成」
『産業 ・組織心 理学研究 』(2010年9月)
・吉 岡睦子 「教育 の危 機管理 く実務編 〉ス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メ ン トを防 ぐ(上):監 督 責任 を問われ た者108人。求め られる組織 とし
ての事件 防止策」 『週刊教 育資料 』No.1131(2010年9月)
・吉 岡睦子 「教育 の危 機管理 く実務編 〉ス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メン トを防 ぐ(中):被 害 の訴 えがあった場合,学 校側 は何 に注意 し,ど
う対応 すれ ば よいのか」 『週刊教 育資料』No.1132(2010年9月)
・吉 岡睦子 「教育 の危 機管理 く実務編 〉ス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メン トを防 ぐ(下):学 校組織 として被害 を発 生 させ ない ようにす る術」
『週 刊教育資料 』No.1133(2010年9月)
・大越愛子=井 桁碧 『現代 フェ ミニズ ムのエ シ ックス』戦後 ・暴 力 ・ジェ
ンダー3青 弓社(2010年10月)
・小 林美佳 『性犯罪被 害 とたたか う とい うこと』朝 日新聞 出版(2010年10
月)
・あ さみ まな 『いつ か愛せ る:DV(ド メステ ィ ック ・バ イオ レンス)共
依存 か らの 回復』新 版 朱 鳥社(2010年11月)
192(桃山法学 第19号'12)
・伊田広行 『デー トDVと恋愛』大月書店(2010年ll月)
・小 島優=原 由利子 『世界中から人身売買がなくならないのはなぜ?』 合
同出版(2010年11月)
・「戦争 と女性への暴力」 日本ネ ットワーク 『暴かれた真実NHK番 組改
ざん事件:女 性国際戦犯法廷 と政治介入』現代書館(2010年11月)
・長島美紀 『FGM(女性性器損傷)と ジェンダーに基づ く迫害概念 をめ
ぐる諸課題:フ ェミニズム国際法の視点からの一考察』早稲田大学出版
部(2010年11月)
・大村敦志 「福 岡セクシュアル ・ハラスメン ト事件:労 働環境の再編(1)
[福岡地判平成4.4.16]」『法学教室』No.363(2010年12月)
・亀井明子 「子 どもの人権侵害としてのスクール ・セクシュアル ・ハラス
メン ト:子どもの声に耳を傾けて」『季刊教育法』No.167(2010年12月)
・デイヴィッド・バ ッ トス トーン 『告発 ・現代の人身売買:奴 隷にされる
女性 と子 ども』朝 日新聞出版(2010年12月)
・岡崎妙子 「女性が安心 して働ける環境 を!:質 屋Xセ クシュアル ・ハ ラ
スメント裁判」『女性労働研究』第55号(2011年1月)




・富安俊子=鈴 井江三子 「青年期男女におけるデー トバイオレンスの認識
と性差間の相違」 日本母性衛生学会 『母性衛生』第51巻第4号(2011年
1月)
・丹羽雅代 「全面勝訴 現職 自衛権の性暴力:女 性 自衛官人権裁判」 『女
性労働研究』第55号(2011年1月)
・羽場久美子 「グローバ リゼーシ ョンとトラフィッキング:EU・日本に
見る実態と戦略」 日本政治学会編 『ジェンダーと政治過程』年報政治学
2010-2木鐸社(2011年1月)
・石川由香里他 『格差社会を生きる家族:教 育意思 と地域 ・ジェンダー』
国連女性差別撤廃条約およびジェンダーに関する国内参考文献……193
有信堂 高文社(2011年2月)
・ジェームズ ・ギ リガ ン著 ,佐 藤和夫訳 『男が暴力 をふ るうのは なぜ か:
そ のメカニズ ム と予 防』大 月書店(2011年2月)
・国連女性 の地位 向上部著 ,角 田 由紀子=柳 本祐加子 解説,原 美奈子=山
下梓訳,矯 風会 ステ ップハ ウス編 『女性 への暴力 防止 ・法整備 の ための
国連ハ ン ドブ ック』梨 の木舎(2011年3月)
・柴 田香織 「漫画 に描 かれ た恋 愛分析:錯 綜 す るジ ェ ンダー」 『金城 日本
語 日本 文化』No.87(2011年3月)
・人事 院職員福 祉局 職員福 祉課 「国家公務 員 セクシュ アル ・ハ ラス メ ン ト
防止 シ ンポ ジウム及 び講演 会」 『人事院月報 』No.739(2011年3月)
・独立行 政法人 国立 女性教育 会館 『人 身取 引(ト ラ フィ ッキ ング)問 題 に
つ いて知 る2011』(2011年3月)
(注)こ の書 籍 はPDF版 の み 。http:〃www.nwec.jp/jp/publish/#head9
ま た はhttp:〃www.nwec.jp/jp/publish/report/page35.htmlからア クセ
ス可。
・馬場 ・澤 田法律 事務所編 『ス トーカー ・DV被害 にあっていませ んか?』
中央経 済社(2011年3月)
・福 嶋 由利 子 「外 国人女性 に対 す る ドメステ ィ ック ・バ イオ レンス:被 害
者 の法的保 護 と支援体 制の拡 充 に向け て」 世界 人権 問題研 究 セ ン ター
『研 究紀要』No.16(2011年3月)
・山崎文 夫 「台湾 の性 騒擾(セ クシュアル ・ハ ラスメ ン ト)防 止関連法律
の施 行状 況」 『平成 法 政研究 』(平 成 国際大 学法 政学 会)第15巻 第2号
(2011年3月)
・川原 み ち よ,中 塚幹 也 「『妊 婦のDV被 害 』 の実態 と産科 医療 ス タ ッフ
の意義」 日本母性衛 生学会 『母性衛生 』第52巻第1号(2011年4月)
・読売新 聞大阪本社社 会部 『性暴 力』 中央公 論新社(2011年4月)
・室伏圭子 「男性患 者か らのセ クシュアル ・ハ ラスメ ン ト的行 為 に対す る
女性 看護士 の認識 に関す る研 究」 『凋協 医科 大学看護 学部 紀要』 第5巻
(2011年5月)
194(桃 山法学 第19号'12)
・高 田敏明 「人事管理上 の新 たな諸問題6シ リーズ(9)セ クシュアル ・
ハ ラスメ ン ト」 『公務員 関係 判例研 究』No.151(2011年6月)
・原 山擁平 『セ クハ ラの誕生:日 本上 陸か ら現在 まで』東京書 籍(2011年
6月)
・高雄 き くえ 『思 考す る ヒロシマへ:性 暴力 ・ジェ ンダー ・法』hiroshima
lOOOシリーズ15ひ ろ しま女性学研 究所(2011年7月)
・柳本祐加 子 「女性 に対す る暴 力」 ジェ ンダー法学 会 『ジェ ンダー と法』
No.8日 本 加除 出版(2011年7月)
・雪田樹理 「近畿弁護士連合会 における性暴力 に関す る取組み」 ジェンダー
法学会 『ジェ ンダー と法』No.8日 本加 除出版(2011年7月)
5.歴史,文 化史,教 育,メ ディア,そ の他
・石井美樹子 『図説 ヨーロッパ宮廷の愛人たち』河出書房新社(2010年1
月)




・池田忍=小 林緑編著 『視覚表象 と音楽』ジェンダー史叢書第4巻 明石
書店(2010年2月)
・川口恵子 『ジェンダーの比較映画史:「国家の物語」か ら 「ディアスポ
ラの物語」へ』彩流社(2010年2月)
・関民子 文,菊 池ひ と美 絵 『絵本 日本女性史2近 世』大月書店
(2010年2月)
・有賀夏紀=小 檜山ルイ編 『アメリカ ・ジェンダー史研究入門』青木書店
(2010年3月)




大学 院教 育学研究科 紀要』No.49(2010年3月)
・早川紀代 文,石 橋 富士子 絵 『絵本 日本女性 史3近 代 ・現代 』大 月
書店(2010年3月)
・黄馨儀 「テ レビ文化 と女性:初 期 のNHK朝 の連 続 テ レビ小説 の形式転
換 と女性視聴 者 との関係」 国際基 督教大 学GenderandSexuality,Journal
ofCenterforGenderStudies,ICUNo.5(2010年3月)
・梅野正信 「裁判 の中の"性 と生"事 例 ファイル(16)大 学 にお けるセ ク
シュアル ・ハ ラス メ ン ト[高 裁判決]」 『セ クシ ュア リテ ィ』No.46(エ
イデル研 究所)(2010年4月)
・小藤 田千栄 子他 『女性 映画が お も しろい2010年版』CinemaLibraryVol.
7パ ド ・ウ ィメンズ ・オ フィス(2010年4月)
・川 島慶子 『マ リー ・キュ リーの挑戦:科 学 ・ジェ ンダー ・戦争』 トラ ン
ス ビュー(2010年4月)
・総合女性 史研究会 編 『時代 を生 きた女 た ち:新 ・日本女性通 史』朝 日新
聞 出版(2010年4月)
・塚 田幸 光 『シネマ とジェ ン ダー:ア メ リカ映画 の性 と戦 争 』臨 川書店
(2010年4月)
・中村桃子 『ジェ ンダーで学 ぶ言語学』 世界思想社(2010年4月)
・野村鮎子=成 田静香 編 『台湾 女性研究 の挑戦』 人文書院(2010年4月)
・野村 育世=関 民子=早 川紀代 編著 『絵 本 日本 女性史4学 習 の手引 き』
大 月書 店(2010年4月)
・米澤嘉博 『戦後 エ ロまんが史』青林工 藝舎(2010年4月)
・竹村和子=義 江 明子 編著 『思想 と文化 』 ジェ ンダー史叢書 第3巻 明石
書店(2010年7月)
・中井俊 己 『なぜ 男女 別学 は子 ど もを伸 ばすの か』学 研パ ブ リッシ ング
(2010年7月)
・木 村涼 子 『〈主 婦 〉の誕 生:婦 人雑誌 と女 性 た ちの近代 』吉 川 弘文館
(2010年8月)
・伊 藤 セ ツ 「生活 ・女 性 問題研 究 の途上 で:体 験 的研 究 史 を踏 まえて」
196(桃 山法学 第19号'12)
『大原社会 問題研 究所雑誌 』No.623-624(2010年9月)
・宮下忠子 『思川 山谷 に生 きた女 たち:貧 困 ・性 ・暴力 もうひ とつ の
戦後女性 史』 明石書 店(2010年9月)
・吉 岡睦子 「教育 の危 機管理 く実務編 〉ス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メ ン トを防 ぐ(上):監 督 責任 を問われ た者108人。求め られる組織 とし
ての事件 防止策」 『週刊教 育資料 』No.1131(2010年9月)
・吉 岡睦子 「教育 の危 機管理 く実務編 〉ス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メン トを防 ぐ(中):被 害 の訴 えがあった場合,学 校側 は何 に注意 し,ど
う対応 すれ ば よいのか」 『週刊教 育資料』No.1132(2010年9月)
・吉 岡睦子 「教育 の危 機管理 く実務編 〉ス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メン トを防 ぐ(下):学 校組織 として被害 を発 生 させ ない ようにす る術」
『週 刊教育資料 』No.1133(2010年9月)
・上野千鶴 子 『女 ぎらい:ニ ッポ ンの ミソジニ ー』 紀伊國屋書 店(2010年
10月)
・ルース ・シュウ ォー ツ ・コー ワン著 ,高 橋 雄造訳 『お母 さんは忙 しくな
るばか り:家 事労働 とテクノ ロジーの社 会史』法 政大学 出版 局(2010年
10月)
・ベ ル ・フックス著 ,大 類久 恵監訳 『アメ リカ黒 人女性 とフェ ミニズ ム:
「私 は女 ではないの?」』世界 人権問題叢 書73明 石書店(2010年10月)
・井上摩耶 子編 『フェ ミニス トカウ ンセ リングの実践 』世界思想 社(2010
年ll月)
・木村泰司 『美女 たちの西洋美術 史:肖 像画 は語 る』光文社(2010年11月)
・女子 美術大 学歴 史資料 室編 『女子美術 教育 と 日本 の近代:女 子美llO年
の人物 史』女子美術 大学(2010年11月)
・亀井 明子 「子 どもの人権侵 害 と してのス クール ・セ クシュアル ・ハ ラス
メン ト:子 どもの声 に耳 を傾 けて」 『季刊教育法』No.167(2010年12月)
・新 ・フェ ミニズ ム批評の会編 『大正女性文学論』翰林書房(2010年12月)
・ウマ ・ナー ラーヤ ン著,塩 原 良和監訳,川 端浩平他 訳 『文化 を転位 させ





・レ ・ティ ・ニ ャム ・トゥエット著,藤 目ゆき監修,片 山須美子訳 『ベ ト
ナム女性史:フ ランス植民地時代か らベ トナム戦争まで』アジア現代女
性史8明 石書店(2010年12月)




・安西篤子他監修 『ビジュアル日本史 ヒロイン1000人:神話時代か ら現代
まで,女 性たちの歴史 ドラマ』世界文化社(2011年2月)
・岩田託子 『図説英国レデイの世界』河出書房新社(2011年2月)
・田端泰子 『日本中世の村落 ・女性 ・社会』吉川弘文館(2011年2月)
・辻上奈美江 『現代サウディアラビアのジェンダーと権力:フ ーコーの権
力論にもとつ く言説分析』福村出版(2011年2月)
・長野ひろ子=姫 岡とし子編著 『歴史教育とジェンダー:教 科書か らサブ
カルチャーまで』青弓社((2011年2月)
・ジョーン ・ヒューバー著,古牧徳生訳 『ジェンダー不平等起源論:母 乳
育が女性の地位に与えた影響』晃洋書房(2011年2月)
・キャサリン ・ブラックリッジ著,藤 田真利子訳 『ヴァギナ:女 性器の文
化史』河出書房新社(2011年2月)
・古川裕佳 『志賀直哉の家庭:女 中 ・不良 ・主婦』森話社(2011年2月)
・増田裕美子=佐 伯順子編 『日本文学の 「女性性」』二松学舎大学学術叢
書 思文閣出版(2011年2月)
・大橋秀子 『金子喜一とジョセフィン ・コンカー:社 会主義フェミニズム
の先駆的試み』岩波書店(2011年3月)
・「大峰山女人禁制」の開放 を求める会編 『現代の 「女人禁制」:性差別の
根源を探 る』解放出版社(2011年3月)
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・舘かおる編 『女性 とたばこの文化誌:ジ ェンダー規範と表象』世織書房
(2011年3月)






・浜本隆志他 『ヨーロッパ ・ジェンダー文化論:女 神信仰 ・社会風俗 ・結
婚観の軌跡』明石書店(2011年4月)
・村上 リコ 『図説英国メイ ドの日常』河出書房新社(2011年4月)
・村田京子 『女がペンを執る時:19世紀 フランス女性職業作家の誕生』新
評論(2011年4月)
・義江明子 『古代王権論:神 話 ・歴史感覚 ・ジェンダー』岩波書店(2011
年4月)
・上野千鶴子 『不惑のフェミニズム』岩波書店(2011年5月)
・藤井和佐 『農村女性の社 会学:地 域づ くりの男女共同参画』昭和堂
(2011年5月)
・増田美子編 『花嫁はなぜ顔 を隠すのか』悠修館(2011年5月)
・山川菊栄著,鈴 木裕子編 『女の立場か ら』山川菊栄集 評論篇 第1
巻 新装増補版 岩波書店(2011年5月)
・竹谷靱負 『富士山と女人禁制』岩田書院(2011年6月)
・テレサ ・バーガー著,廣瀬和代=廣 瀬典生訳 『女性たちが創ったキリス
ト教の伝統』明石書店(2011年6月)





・権仁淑子=中 野宣子=大 越京子 『母から娘へ:ジ ェンダーの話をしよう』
梨の木舎(2011年7月)
・山川菊栄著,鈴木裕子編 『牙 をぬかれた狼』山川菊栄集 評論篇 第3
巻 新装増補版 岩波書店(2011年7月)
・大阪弁護士会編 『貧困の実態 とこれからの日本社会:子 ども ・女性 ・犯
罪 ・障害者そ して人権』貧困問題がわかるシリーズ 明石書店(2011年
8月)






・近代女性文化史研究会 『占領下 女性 と雑誌』 ドメス出版(2011年9月)
・山川菊栄著,鈴 木裕子編 『ドグマか ら出た幽霊』山川菊栄集評 論篇
第5巻 新装増補版 岩波書店(2011年9月)
【白書 ・報告書 ・統計 ・資料集】
〈政府〉
・内閣府仕事 と生活の調和推進室 「仕事 と生活の調和(ワ ーク ・ライフ ・
バランス)に 関するアーカイブの充実に向けた調査 報告書」(平成22
年3月)(2010年3月)
・内閣府男女共同参画局 『男女共同参画白書:男 女共同参画の現状 と施策』
平成22年版(2010年6月)
・内閣府 『平成22年版子 ども ・子育て白書』佐伯印刷(2010年7月)










・内閣府男女共同参画局 「地域 における配偶者間暴力対策の現状 と課題 に
関するアンケー ト調査」(平成23年3月)(2011年3月)
・内閣府仕事 と生活の調和推進室 「仕事 と生活の調和(ワ ーク ・ライフ ・
バランス)に 関するアーカイブの充実に向けた調査 報告書」(平成23
年3月)(2011年3月)
・内閣府 「平成21年度 仕事 と生活の調和(ワ ーク ・ライフ ・バランス)
に関する先進的取組事例の調査(調 査期間平成21年8月18日～平成22年
3月15日)」平成23年5月(2011年5月)
・厚生労働省雇用均等 ・児童家庭局 『平成22年度版 働 く女性の実情』
(2011年5月)












・日本子 どもを守る会編 『子 ども白書2010:「子 ども政策」づ くりへの総
合的提案』草土文化社(2010年8月)






・労働政策研究 ・研修機構編 『出産 ・育児期の就業継続:2005年以降の動
向に注 目して』JLPT調査 シリーズNo.136労働政策研究 ・研修機構
(2011年6月)
・アイデム人 と仕事研究所編 『パー トタイマー白書』平成23年版 アイデ
ム人 と仕事研究所(2011年7月)
・日本婦人団体連合会編 『女性 白書2011:日本社会の再生にジェンダーの
視点を』ほるぷ出版(2011年8月)
以 上
